
様式２

      鳥取県立米子養護学校

評価の具体項目 現状 経過・達成状況 評価

○自ら考え、物事に主体的に取り
組み、最後まであきらめずやりぬ
く力を育てる。
○基本的生活習慣・集団規律、学
習規律が習慣化された生徒の育成

○目標を明確にすることで、達成にむけて取り組もう
とする生徒が多い。
○自信がなかったり教師の指示を待ったりすることが
多く、自ら考えて動こうとすることが少ない。また、
自分の行動がその後どうなるのかを考えず衝動的に行
動してしまう生徒が多い。
○基本的生活習慣や学習規律については、今までの取
り組みでできるようになってきている部分も多いが、
どの場面でもできるかというと難しいところもある。
○生徒指導上の問題で、ＳＮＳによるトラブルが多く
見られる。

〇できるだけ情報を共有し、共通理解して指導にあたるように
心がけたが、時間の確保が課題であった。
〇生徒がしっかり考えることができるような声のかけ方や場面
の設定など、１学期にくらべて教員側が意識して取り組むこと
ができていた。授業作り研修を生かしながら、生徒が主体的に
学ぶ授業について検討し、実践することができた。生徒の考え
る力や、主体的に動く場面は増えてきた。
○体力作りや表現活動など、日々の学習活動の中で生徒にわ
かりやすい目標の提示や失敗を恐れずにチャレンジをするよう
促すことで、達成感を感じたり、やりとげようと意識することが
増えた。
○挨拶や返事、身だしなみなど基本的生活習慣や学習規律に
ついて学部全体で共通の意識を持って取り組もうと意識して指
導をすることができた。生徒達も、日常生活チェックの活用をす
ることで、自分たちで気を付けたり確認しようとする場面が増え
てきたが、習慣化というところまでは至らなかった。

B

○目標に向けて、最後までやり抜
こうとする生徒の育成
○基本的生活習慣、学習規律など
基本的なルールやマナーが身に付
いた生徒の育成

○学習にまじめに取り組んでいるが、受け身的なこと
が多く、声かけや指示を待っている生徒も多い。
○やりたいことや得意なことは一生懸命になるが、苦
手なことは途中であきらめてしまう生徒もいる。
○あいさつ、身だしなみなど意識して取り組んでいる
生徒も多いが、まだ十分に定着はしていない。
○自分の都合のよさや楽なやり方に変えて行動してし
まうことがある。

○「やれば　できる！！」という中学部の合い言葉をいろ
いろな場面で教師・生徒で共有し、生徒は「やってみよ
う！」「やり抜こう！」という意識を高く持って学習活動に取
り組むことができた。
○ICTの活用等による自己の学びがわかる評価方法を工
夫して授業改善に当たることで、生徒の主体的な学びが
深まった。
○基本的な生活習慣や学習規律について随時共通理解
しながら指導に当たったり、生徒指導や保護者対応にお
いては報・連・相を徹底することで問題解決に向けて迅速
に対応したりすることができた。また、難しい生徒指導に
関しては学部でのケース検討会を設けたり、関係諸機関
と密に連携したりして対応することができた。

B

○意欲的・主体的に活動に取り組
み、最後まで頑張ろうとする児童
の育成
○表現する楽しさを味わい、進ん
で関わろうとする児童の育成

○いろいろな活動に意欲的に取り組もうとする児童が
多い。
○興味関心の偏りや初めてのことに対する不安から、
なかなか取り組もうとしなかったり途中であきらめて
しまったりすることもある。
○相手を意識して伝えようとする姿が増えてきている
が、場面や相手、方法が限られていることがある。

○児童一人一人のめざす姿を明確にして、ねらいや活動
内容、指導・支援方法を共通理解して授業改善に取り組
んだ。
○児童自身が「できた！」「わかった！」ことを実感できる
ような評価の仕方を工夫し成功体験を積み上げることで、
達成感を味わい次時への期待感を持ち、進んで学習に取
り組む姿が増えた。
○「発表する」や「伝え合う」「選択する」など表現する場面
が設定され、経験を積み重ねることで、自信を持ってコミュ
ニケーションをとろうとする姿が増えた。また、生活場面で
も進んで友達や教員に積極的に関わろうとする姿も増え
てきている。

B

○表現力向上のねらいを学校全体
で理解を深めるために音楽､表現活
動の授業を見合う会や全体研修を
設定する。
○けんべい祭での発表が児童・生
徒の成功体験となるように各学
部・学校行事部との連携推進。

○学部間の連携と協働を進める上での「カフェや神楽
の活用」を念頭において、表現活動での人と「合わせ
る」ことの意味や目的など学校全体で共通理解する必
要がある。
○歌唱、楽器の使用など制限がある学習においてけん
べい祭をはじめとする表現活動発表の場面を昨年度の
取り組みを参考にしながら、各学部間で連携・検討し
ていく必要がある。

○けんべい祭以降も表現活動として「合わせる」こと
を意識し各学部で音楽科、学校行事部などを中心に情
報交換し活動に取り組み、動画保存して他の学部へ公
開するなど連携することができた。
○来年度の表現活動としての取り組みを音楽科以外に
も幅を広げて行くよう方向性を検討することができ
た。

B

○体力づくり推進計画をもとに、
小学部、中学部、高等部で行って
いる体力づくりの具体的な内容を
検討する。
○小学部の体力づくりに関わる取
り組みを明確にしていく。

○体力づくり推進計画を意識した、取り組みが共有さ
れていない。
○小学部では体力づくりを自立活動部と体力づくり推
進部が担っており、体力づくりをどのようにしていく
かが共通理解が不十分である。

○夏休みに、各学部の体力づくりの動画にどの力をつ
ける目的の動きかを明確にし意見交換会を行った。さ
らに３学期に実際の体力づくりを見合う機会を企画し
たが、残念ながら感染症対策の面から実施できなかっ
た。
○本年度は分掌内で各学部での体力づくり活動につい
て検討することができた。小学部がランニング活動を
自立活動の時間で行っている現状や他学部が体力づく
りの時間で行われている体力づくりとの違い等につい
て理解を深め、今後の推進計画の進め方について検討
することができた。

C

○教科等における適切な目標設定
と観点別評価

○新学習指導要領により目標設定や評価の考え方が変
わり、指導要録・個別の指導計画の様式を改めた。し
かし、目標設定や観点別評価の考え方、新様式の記入
の仕方等はまだ十分に理解されていない。

○指導要録・個別の指導計画などについて全体研修やミ
ニ研修を行い、教職員の理解を進めることができた。
○各学部や教務部内で連係を図ることで、全校で基本的
な考え方をもとに目標設定、観点別評価に取り組むことが
できた。
○評価については、知識・技能、思考力・判断力・表現
力、主体的に学習に取り組む態度のそれぞれをフォント
の色を変えて記述する方式が定着し、取り組みやすくなっ
た。
○先生方の困り感等を把握し、対応していくことができ
た。

A

〇「体力づくり推進計画」、「表
現力推進計画」に基づく行事のね
らいや取り組みへの反映

〇昨年度からの引継ぎをもとに「けんべいスポーツ
チャレンジ」を企画し実施計画を提案。コロナ禍の
中、学部ごとの分散開催ということで共通理解を得、
各学部と連携を図りながら計画を進めている。また、
「けんべい祭」の企画、立案、実施に向け、準備を進
めている。第１回の提案は、６月を予定している。コ
ロナ禍の中であるという情勢を考慮して計画を立てて
いくことが必要であると考える。

〇引継をもとにけんべいスポーツチャレンジの実施計画を
提案。新型コロナウイルス感染症対策のため、改訂を重ね
ながら実施に向け検討してきた。非公開という形になった
が、学部ごとに時間を区切った分散開催で実施することが
できた。
〇新型コロナウイルス感染症拡大防止を念頭に置き、けん
べい祭開催に向け検討してきた。開催実現のため、分散開
催とし、各学部からも意見をいただくなど各学部及び表現力
向上と連携しながらねらいや取り組みの視点を示した。また
社会情勢を考慮しながら教職員の役割分担も見直すなどし
て、企画、立案し、保護者へ公開という形で実施することが
できた。

A

○教職員が教育活動を行う上で必
要な研修を行う
○「各教科等を合わせた指導」に
ついての授業づくりの実践

○毎年職員の入れ替えが大きいため、学校教育活動全
般における確認事項や特別支援教育についての研修を
行う必要がある。
○新学習指導要領の全面実施時期であることから、昨
年度の授業づくりの成果と課題を活かしながら更に研
修を積み、取り組みの定着と発展を図る必要がある。

○コロナ感染症対応対策のため、夏休みに予定していた外部
講師による研修を一部中止したが、研修の時期を延期したり、
オンラインでの開催にしてほぼ実施することができた。また各
分掌で検討していただき、精選した内容で充実した研修となっ
た。
○先生方のニーズを把握して、応用行動分析についての研修
を行うことができた。
○「各教科等を合わせた指導」について、各学部の授業づくり
研修を通して、新学習指導要領を踏まえた各教科等を合わせ
た指導や各教科等の目標設定と評価方法、主体的な学びを促
す指導・支援等について講師の指導助言をいただいたりしな
がら研修を深め、自己やグループの授業づくりに活かすことが
できた。
○授業づくりの公開授業や報告会等を通して、各教科等を合
わせた指導における各学部の取り組みを学校全体で共有する
ことができた。

A

○危機管理意識の向上
○感染症対応、アレルギー対応など、危機管理意識を
高く持って指導・支援にあたれるような研修、注意喚
起を年間を通して行う必要がある。

○緊急時対応訓練や実際の救急対応事案での振り返り
や課題をいかし、緊急対応マニュアルの見直しを行うこと
ができた。
〇新型コロナウィルス感染症を始めとする感染症対策や
対応など、教職員の危機管理に対する意識を高く持つた
めの注意喚起、周知徹底に努めた。

B

○組織的・継続的、迅速な対応
○問題行動等の発生時には迅速に生徒指導委員会を実
施し、組織的、継続的な対応をすることができている
が、十分な対応策が見いだせないケースもあった。

〇各委員会の書式の見直しで、協議する内容を絞り、明
確にすることができた。特に不登校対策委員会では欠席
状況がより把握しやすくなった。
〇生徒指導上の問題発生時に各学部内で迅速に対応
し、必要に応じ臨時会を開催し、情報共有や組織的・継続
的な対応の検討・実施ができた。
〇前年度に引き続き、各学部の「生活のきまり」や「〇休
みのきまり」等について系統性を考慮しながら確認した。
また、きまりに合わせて新たな規程や指導方針などを整
備した。

B

○児童生徒及び教職員の人権意識
の向上

○チェックリストの活用や研修により、教職員の人権
に対する意識は高まってきている。児童生徒の人権意
識については、意識が高まってきた部分も見られるが
まだ十分とはいえない。
○教職員が人権尊重の理念について十分理解し、児童
生徒が自らの大切さを認められていることを実感でき
る環境作り並びに授業実践について具体的に考えてい
く必要がある。

○後期の手話講座は生徒にとってよい啓発の機会とな
り、「おはようございます」「さようなら」の手話をマスターす
る児童生徒が多くみられた。指導期間後にも進んで取り
組む姿がみられた。
○教職員や生徒対象の人権アンケートを実施したことで、
人権意識を高めると共に、課題を職員に周知することが
できた。年に２回実施したことで、指導の成果を把握する
ことができた。
○生徒の資質能力を高めるために、「協力」「参加」「体
験」の場面を取り入れた授業づくりを全校で取り組み、児
童生徒が人権感覚を高め、問題解決する力を伸ばしてい
く学習活動を公開することができた。

B

○説明会や学校見学、教育相談に
おける発信方法の工夫

○様々な状況に左右されず、就学検討等に必要な情報
を確実に発信するための方法について検討が必要であ
る。

○就学検討のための情報提供において、授業の写真や
動画を活用することができた。また今後の教育相談等に
活用しやすいよう、撮影した写真や動画を整理した。
○年間を通して説明会をオンラインで行い、コロナ禍でも
必要な情報を発信することができた。より効率的にやりと
りができるアプリも活用して、スムーズに発信することがで
きた。

A

○対話を大切にしたていねいな進
路指導
○保護者、教職員のニーズに応じ
た研修

○進路指導を適切に行っていく上で、教師の児童・生
徒の実態把握に基づく助言や進路先,福祉サービス事
業所に関する情報提供は欠かせない。教職員が、進路
先や福祉サービスについて説明できるようにする必要
がある。

〇職員を対象として、各学部のニーズに応じて進路に関
する基本的情報や福祉サービスに関する研修を行い、本
校卒業後の進路について理解をしてもらうことができた。
〇保護者を対象とした研修では、発達段階等を考慮し各
学部や学年ごとに行った。また、福祉セミナーでは、書面
で情報提供を行った。
〇懇談等で出た保護者の進路に関する質問について、高
等部だけでなく小・中学部の担任から進路担当への相談
が来るようになった。

B

○コンプライアンスの遵守
○新しい環境、変化にしなやか対
応する組織づくり

○鳥取県教育委員会の目標とした時間外業務時間の平
成２９年度比２５％削減を達成することができた。時
期によっては４５時間超となる教職員もあり、削減に
努める必要がある。
○新型コロナ感染症の拡大・蔓延により教育への影響
も大である状況は今後も暫く続くことが予想される。
教育を行う上で、急な予定変更やICT活用の促進等、
めまぐるしく環境や状況が変わることに対して教職員
間の対話や協働を通じた納得解のもとでの迅速な対応
が求められる。

○運営の会、企画委員会の議題の精選、提案事項の明
確化等による時間短縮、各種委員会の統合開催に取り組
み、年間の会議時間、回数の精選を図ることができた。
○月４５時間を超えない者が約９４．４％、年間３６０時間
を超えないと考えられる者が約９５．３％であった。
○各学部ごとのアンケートでは、８３～９７％の者が、迅速
な報告・連絡・相談・確認に努め、協働して業務の遂行と
回答。

A

最終評価（３月）
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○児童が「頑張ること」に向かって意欲的に学
習に取り組み、苦手なことにもチャレンジし
て、最後まで頑張り抜こうとしている。
○伝えたい相手や内容を意識して積極的にコ
ミュニケーションをとろうとしている。

○「なぜ、神楽に取り組んでいるのか、どのような力がつ
いてきているのか」についての全体研修を行い、各学部で
の表現活動推進・連携を目指した研修を行う。
○各学部での取り組みや工夫していること、今後の課題な
ど情報交換を行い連携を図っていく。

○各学部で行っている体力づくりを動画で記録し系統的に
分類していく。
○自立活動部で行っている小学部児童の個々の活動内容
を、体力推進部が検討し、話し合っていく。

〇体力づくり推進、表現力向上と連携しながらねらいや取
り組みの視点を明確にして行事の企画、運営をしていく。
〇各学部、各分掌との連携を密にし、全体をまとめてい
く。

○指導要録や個別の指導計画の新様式の記入の仕方につい
て全体研修及び随時ミニ研修を実施していく。
○学部主事や学部教務と連係を密にしながら、目標設定や
評価の仕方の理解を進める。
○評価については、知識・技能、思考力・判断力・表現
力、主体的に学習に取り組む態度のそれぞれに関する記述
でフォントの色を変えて分かりやすくする。
○先生方の困り感等を積極的に把握し、迅速に対応してい
く。

○時間外勤務が月４５時間、年間３６０時間を
超える教職員の解消ができている。
○すべての教職員が、迅速な報告・連絡・相
談・確認に努め、協働して業務の遂行をしてい
る。

総
務
部

○児童生徒の実態や行動の把握、疾患や感染症
への対応について共通理解し、教職員一人一人
の危機管理の意識が高まっている。
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目標（年度末の目指す姿） 具体的方策
学部・分掌

評 価 基 準　A：十分達成（100％～81％）　　B：概ね達成（80％～61％程度）　C：変化の兆し（60％～41％程度）　D：まだ不十分（40％～3１％程度）　E：方策の見直し（30％以下）

高
等
部

中
学
部

小
学
部

生
徒
指
導
部

研
修
部

○教職員が教育活動を行う上で必要な研修を計
画し実施している。
○「各教科等を合わせた指導」において、各学
部の重点項目について研修を積み、自己やグ
ループの授業づくりに活かしている。

○生徒指導上の諸問題について、組織的、継続
的な対応を迅速かつ適切に行っている。

○体力づくり推進計画の身体的要素の取り組み
を具体的に実践していく。
○小学部の体力づくりと自立活動の連携を図
る。

○指導要録や個別の指導計画の新様式の記入の
仕方の理解を深め、教科等における適切な目標
設定や観点別評価ができるようにする。

○「頑張ること」を児童と共有し、見通しを持って楽しみ
ながら活動に取り組めるよう、授業づくり研修などを活用
して授業改善に努める。
○学年会や個を語る会を適宜設定し、昨年度までの積み上
げや今年度つけたい力、ねらいを明確にして、職員間で共
通理解して指導にあたる。
○いろいろな「発表」や「伝え合う」場を設定する。児童
がより意欲的に活動できるように場の設定や表現方法を工
夫したり、伝える相手の幅を広げたりする。

○音楽、生単、表現活動を推進教科とし、音楽
や表現活動の学習を見合う会（記録として動画
で残す）や全体研修を設定する。
○「合わせる」というテーマを大切にし、各学
部でどのようにけんべい祭での発表やその他の
場面での表現活動としての取り組みについて各
部間で情報交換したり、学校行事部と連携を
取ったりしていく。

表
現
力
向
上

セ
ン
タ
ー
 
支

援
部

○ＩＣＴ等を利用した説明会や学校見学、教育
相談を試行する。

○卒業後の進路に関する基本的情報や進路決定の流れの研
修をする。
○小・中・高、それぞれの段階に必要な進路に関する情報
を提供する。
○担任、保護者からの進路に関する相談・質問に答えられ
るよう進路担当が各事業所に出かけ情報収集をする。

○会議時間の短縮、会議や業務の精選について検討し、可
能なものは削減する。
○給与・勤怠システムの活用により具体的数値として可視
化し、各自又は毎月の衛生委員会で個別の時間外業務時間
を確認する。
○業務の遂行に関するアンケートを半期（前期・後期）ご
とに実施する。

〇各委員会のねらいを丁寧に伝える機会を持ち、職員全体
で共通理解をもって実施できるようにする。
〇各委員会の情報共有はしっかりと行い、議論する内容を
できるだけ絞り、適切な対応につとめる。
〇前年度に引き続き、系統性を意識した各種規程等の見直
しを進めていく。

○情報発信に必要な資料（写真や動画を含む）を収集し、
整理する。
○説明会のオンライン開催に向けて、他分掌と連携しなが
ら準備する。

○教職員の人権意識を高める機会を設ける（児童生徒と一
緒に使える手話講座、人権感覚を磨く教師の自己チェック
リストの内容項目の掲載等）。
○人権尊重を意識したコミュニケーションについて、外部
講師を招いて研修の機会を設ける。
○昨年度把握した課題について自己チェックリストに掲載
し、具体的な方策について意見を集約し、共通理解を図
る。

○児童生徒が相手を思いやる等、人権意識の高
まりが見られる行動が、年度当初より増えてい
る。
○教職員が人権尊重に配慮したコミュニケー
ションをとったり、信頼関係を築いたりするこ
とで、児童生徒が自己肯定感を高め、課題解決
へ向かう姿が以前より多く見られている。

○教職員が、児童・生徒の卒業後のイメージを
持ち、保護者との進路に関する懇談や会話の中
で、進路に関する説明をすることができる。

人
権
教
育
部

○今後も学部間の交流活動を行い、共通理解を深めていく。
○小学部では学習場面を整理し、今後も体力づくりや身体作り
に取り組んでいく。

○教職員の教務関係の業務を的確に行ってもらうために今後も適宜
教務部内で話し合いを行っていく。
○指導要録や個別の指導計画について教職員の理解が進んできた
が、さらに理解を深めていくために必要に応じて研修を行っていく。

〇スポーツチャレンジ、けんべい祭の取り組みや反省アンケート等を
参考にして、成果と課題を明らかにしていく。
〇成果と課題を踏まえて、体力づくり推進、表現力向上と連携しなが
ら来年度のスポーツチャレンジ、けんべい祭のねらいや取り組みの
方向性を見出していく。

○アンケートを基に、教職員に必要な研修を検討し、内容・実施時期
についての計画を立てる。
○今年度の研修実施を参考に、感染症の警戒状況に応じて、オンラ
インや会場の工夫などをしながら研修を行う。
○授業づくり研修では、今年度の成果や課題、職員アンケート等を
参考にしながら、来年度も各学部毎に重点を立て、研修を行ってい
く。
○次年度も同様に、学部毎に講師を依頼し、各学部のテーマに沿っ
た指導助言をいただきながら研修を深めていく。

体
力
づ
く
り
推
進

○教職員が教育活動を行う上で必要な研修の視点から研修計
画を立て、各担当者と相談しながら調整を行う。
○全体研修や学部研修等が充実するように、研修の持ち方を示
したり、内容の精選や工夫をしたりするように各担当者に働きか
ける。
○全体の授業づくり研修の重点を受け、各学部の重点を立案
し、研修を企画・運営する。
○各学部で公開授業を伴う授業研修日を設け、講師の指導助
言をいただく。
○各学部の取り組みを共通理解できるように、全体の報告会を
設ける。

〇コロナ禍で施設見学を行うことが難しい状況である。また、学部に
よって進路に関わる必要な情報は変わってくる。必要に応じ、具体的
な進路のイメージが持てるよう研修の工夫をする。

〇保護者研修等に参加する方には、直接情報提供ができるが、参
加されない方に対しても進路に関心を持ってもらうような情報提供が
必要である。

○分掌業務、教材研究、担任業務の業務内容について検討や工夫
を行う。また、繁忙期を見通した年間を通じての計画的な業務の遂
行に取り組むなど、時間外業務削減に取り組む。
○引き続き、迅速な報告・連絡・相談・確認による協働しての業務遂
行に取り組み、変化や危機等にしなやかに対応出来る組織作りを行
う。

〇問題行動発生時等、迅速に対応するために、今後も必要に応じて
臨時の生徒指導委員会を開催する。
〇スクールカウンセラーによる全員面談の対象学年を広げ、生徒指
導上の諸問題、不登校の未然防止に努める。
〇児童生徒の実態や社会情勢等の変化を考慮し、各学部「生活の
きまり」や「〇休みのくらし」等について引き続き確認・見直しを行って
いく。

○手話の取り組みを継続するが、学部の実態に合わせ、学ぶ手話を
変える等、取り組み方を工夫する。
○人権意識を高めていくために、生徒指導や教育相談と連携した取
り組みを研究する。
○「協力」「参加」「体験」をふまえた児童生徒の資質能力を高める取
り組みを継続し、様々な人権問題に対応できる力を育成する。
○教職員の人権意識を高める研修を実施する。
○多様な性のあり方等、新たな人権感覚について教職員へ周知して
いく。

○感染症対策を取りながら、必要な情報を提供する有効な方法を、
ひき続き検討していく。
○学校関係者以外の、様々な職種の方がオンラインで参加しやすい
方法について、他の分掌とも情報共有しながら検討していく。

改善方法

〇年間を通して、緊急時の対応方法の周知徹底をする機会を
持ち、教職員一人一人が危機管理意識を高く持って指導・支援
にあたれるように働きかける。
○感染症や熱中症等に対する注意喚起や対策・対応などの情
報発信を引き続き徹底し、常に危機管理意識を持ち続けるよう
啓発していく。

○学部内の業務見直しを行い、情報共有や授業の準備の
時間を確保していく。
○今年度同様、生徒自身が考える場面や選択して行動す
る場面、考えたことを自分なりの方法で伝える場面を意識
して設定していく。
○生徒の実態に合った目標設定や、分かりやすい目標の
提示の仕方を工夫し、生徒自身が意欲を持って取り組む
学習活動について研修等を通し検討していく。
○年度当初に学部の教員全体で生徒につけたい学習規
律や基本的生活習慣について共有し、同じ指導ができるよ
うにしていく。委員会による日常生活チェックについては継
続して行い、生徒自身が自分で取り組もうとする意識を持
たせる。

・さらに教科等の内容をどう授業化していくのか研修してい
く。
・学習規律等、継続して共通指導できるように基本的なこと
に関してはマニュアル化や掲示をしていく。

・効果的であった指導や支援、評価方法を次年度に引き継
ぐとともに、児童一人一人の今後のめざす姿や課題につ
いて明確にし、職員間で共通理解して指導にあたる。
・今年度同様、楽しみながら表現し「伝わった」喜びを実感
できるような学習場面を設定する。また、汎化できるよう生
活場面でも意図的に関わりを仕組んでいく。

年　　度　　当　　初

○自分の考えを持って行動し、目標に向かって
最後までやり遂げようとしている。
○卒業後の社会に向け、個々の実態に応じて必
要とされる基本行動を確立している。

○授業のねらいや指導・支援方法の共通理解を図るために
情報共有の時間を充実させ、TTの役割を意識して指導にあ
たる。
○iPadなどの機器を活用したり学習活動を工夫したりしな
がら生徒自らが客観的に学習を振り返り、考え、周囲に伝
える時間を設定する。
○行事や表現、音楽等、集団で「合わせる」ことを意識す
る学習を有効に使いながら集団規律の確立を目指したり、
生徒の達成感へつなげたりする。
○｢県米高等部全員で取り組むこと｣を各教室に掲示し、学
部全体で同じ指導内容で取り組むとともに、「身だしなみ
チェック｣や「今月の身だしなみ頑張りポイント」を委員会
活動の中に位置づけ、生徒が主体的に自分たちで気を付け
ていこうという意欲を持てるようにする。

○生徒が、自分の目標に向けて最後までやり遂
げようとしている。
○進んであいさつをする、時間を守る等、集団
生活や学習の規律を守って、行動しようとして
いる。

○「やれば、できる！！」を中学部の合い言葉にし、随
時、学習、集会等で生徒に意識付けしていく。
○授業作り研修等を活用して、中学部の生徒が目指す「主
体的な学びの姿」を具体的にし、職員でイメージを共有す
る。
○生徒が活躍できる場面を創意工夫し、生徒自身が自分の
変容を確認でき、達成感や成就感が感じられるようなわか
りやすい授業や手立てを工夫する。特に自己の学びがわか
る評価方法を工夫し、授業改善に取り組む。
○学年会（随時）、授業作り研修（月1回）、個を語る会
（学期1回）等で日頃から情報交換を密にし、生徒理解に努
め生徒につけたい力（目指す姿）を明確にし、共通理解や
役割分担しながら指導にあたる。

〇ねらいや取り組みの視点を明確にすること
で、児童生徒が学習の積み重ねを生き生きと発
表している。

○教職員一人ひとりが危機管理意識を持つことができるよう、年度
初めに緊急時対応の確認や共通理解をする。また、見直した緊急対
応マニュアルを運用する中で、課題が出た場合には随時、検討し、よ
りよいものにしていく。
○引き続き感染症や熱中症等に対する注意喚起や更新されるガイド
ラインに沿って、対策・対応していけるよう、情報発信し常に危機管
理意識を持ち続けられるように啓発していく。

○更に、各学部での表現活動としての取り組みを動画に残し連
携を図っていく。
○表現活動として取り組んでいく教科を音楽科以外にも広げて
いくよう方向性を見いだしていく。

１８歳で自立できる人間を育てる

○元気なあいさつができる児童生徒

○思いやりのある児童生徒

○夢や希望に向かって努力する児童生徒

中
・
長
期

ビ
ジ
ョ
ン

目指す

児童生

徒像

経営の

基本方針

１ 児童生徒の障がい特性に対応した指導

２ 人権尊重と組織的な対応

３ 安心で安全な教育環境の整備


